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運輸技術の将来展望

平成２５年度 運輸技術交流会
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信号・情報技術研究部

土屋隆司

• 鉄道事業を巡る厳しい経営環境

�少子高齢化の進展⇒鉄道需要の縮小、労働者不足

�他輸送機関との競争の激化（自動車の高度化、ＬＣＣ）

• 高度化する利用者要求

�安全性・信頼性の向上

社会背景
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�安全性・信頼性の向上

�利便性・快適性の向上

安全性を維持・向上しつつ、効率的なオペレーションや
サービスレベルの維持・向上を図ることが鉄道の持続性
にとって不可欠

大量の時空間

大量の時空間大量の時空間

大量の時空間

系列データ

系列データ系列データ

系列データ（

（（

（BigData

BigDataBigData

BigData）

））

）

の分析・活用

の分析・活用の分析・活用

の分析・活用

データ収集・蓄積・活用基盤の整備
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輸送現場

輸送現場輸送現場

輸送現場

（駅・指令等）

（駅・指令等）（駅・指令等）

（駅・指令等）

営業現場

営業現場営業現場

営業現場

（駅・販売窓口等）

（駅・販売窓口等）（駅・販売窓口等）

（駅・販売窓口等）

保守現場

保守現場保守現場

保守現場

インタネット

インタネットインタネット

インタネット

より良い輸送サービスへ向けた研究開発

• 輸送サービス評価技術

�評価指標の確立

• 良いサービスとは？⇒サービス水準の定量化

�輸送サービス評価手法の構築

利用者の視点から

輸送サービスを評価

サービス施策の

実施効果を事前
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• 利用者行動分析
• 事前のサービス予測⇒シミュレーション技術

• 輸送サービス（計画）策定技術

�確立した評価指標に基づき、「より良い」輸送サー
ビス（計画）を作成⇒数理最適化技術

実施効果を事前

に精度よく予測

開発中のシミュレータ・ツール群

（駅構内）旅客流動シミュレータ（駅構内）旅客流動シミュレータ（駅構内）旅客流動シミュレータ（駅構内）旅客流動シミュレータ

情報提供と旅客行動の情報提供と旅客行動の情報提供と旅客行動の情報提供と旅客行動の
定量的評価ツール定量的評価ツール定量的評価ツール定量的評価ツール

都市間交通ﾈｯﾄﾜｰｸ都市間交通ﾈｯﾄﾜｰｸ都市間交通ﾈｯﾄﾜｰｸ都市間交通ﾈｯﾄﾜｰｸ
評価システム評価システム評価システム評価システム

列車運行・旅客行動列車運行・旅客行動列車運行・旅客行動列車運行・旅客行動
シミュレータシミュレータシミュレータシミュレータ

乗継利便性評価

列車運行列車運行列車運行列車運行
の多面的の多面的の多面的の多面的

各駅

各駅各駅

各駅

乗降数

乗降数乗降数

乗降数

各駅

各駅各駅

各駅

乗降数

乗降数乗降数

乗降数

各駅

各駅各駅

各駅

乗降数

乗降数乗降数

乗降数

移動抵抗計算
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乗継利便性評価
モデル

旅客流動のボトル旅客流動のボトル旅客流動のボトル旅客流動のボトル
ネック箇所の抽出ネック箇所の抽出ネック箇所の抽出ネック箇所の抽出

結果結果結果結果

の多面的の多面的の多面的の多面的
評価結果評価結果評価結果評価結果

各駅の乗継利便性各駅の乗継利便性各駅の乗継利便性各駅の乗継利便性
評価結果評価結果評価結果評価結果

大規模鉄道ネットワーク大規模鉄道ネットワーク大規模鉄道ネットワーク大規模鉄道ネットワーク
シミュレータシミュレータシミュレータシミュレータ

（主に異常時を対象）

移動抵抗計算
機能

列
車
運
行
結
果

列
車
運
行
結
果

列
車
運
行
結
果

列
車
運
行
結
果

旅
客
流
動

旅
客
流
動

旅
客
流
動

旅
客
流
動

評価尺度算出プログラム列車運行・旅客行動
シミュレータ

コスト等

コスト等コスト等

コスト等

混雑、遅延等

混雑、遅延等混雑、遅延等

混雑、遅延等

環境負荷等

環境負荷等環境負荷等

環境負荷等

シミュレーションによる多面的な評価

乗客行動の乗客行動の乗客行動の乗客行動の

推定推定推定推定

列車混雑列車混雑列車混雑列車混雑

の推定の推定の推定の推定
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列
車
運
行
結
果

列
車
運
行
結
果

列
車
運
行
結
果

列
車
運
行
結
果

旅客の平均不効用旅客の平均不効用旅客の平均不効用旅客の平均不効用
（不便度）での比較例（不便度）での比較例（不便度）での比較例（不便度）での比較例
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【停車時分

の推定】
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信号現示が時間とともに変化

信

号

列車遅延列車遅延列車遅延列車遅延

の推定の推定の推定の推定

駅間走行駅間走行駅間走行駅間走行

時分の推定時分の推定時分の推定時分の推定

運転曲線レベルの精緻

運転曲線レベルの精緻運転曲線レベルの精緻

運転曲線レベルの精緻

な列車運行を再現可能

な列車運行を再現可能な列車運行を再現可能

な列車運行を再現可能



2

折返設備が、輸送障害時の利便性低下を軽減する度合いの定量化

シミュレーションシステムによる、利用者の利便性変化の推定

運転整理

ダイヤ

（設備改良前）

B

A駅

人身事故
利用者の

運転整理

ダイヤ

（設備改良後）

改良

設備改良効果の利用者視点からの評価
― 折返設備に対するケーススタディ ー
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折返設備新設による

運転区間拡大

シミュレーションシステムによる利便性変化推定

シミュレーション

B駅

C駅

D駅

人身事故

折返線路増設

折返線路増設折返線路増設

折返線路増設

運転区間

運転区間運転区間

運転区間

拡大

拡大拡大

拡大

ＯＤデータ

シミュレーション

利用者利便性

（改良前）

利用者利便性

（改良後）

比較

効果的な箇所を優先した、設備改良計画立案に活用

座席指定料金の

柔軟な制御

柔軟な指定席・自由席設定手法の開発

固定的な設定の結果

自由席混雑や指定席

の売れ残りが発生す

る場合もあり。

選択行動モデルによる

指定席・自由席

需要の推計
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座席供給量の柔軟な制御

柔軟な制御

指定席の売れ残りや自由席の過剰な混雑の発生を避ける
ため、柔軟な座席設定を計画するシステムを開発

指定 自由 自由指定 指定自由指定

需要の推計

複数交通機関の混合経路を考慮した幹線
鉄道の需要予測手法

現状の需要予測手法（四段階推計法）

現状の需要予測手法（四段階推計法）現状の需要予測手法（四段階推計法）

現状の需要予測手法（四段階推計法） 開発中の需要予測手法

開発中の需要予測手法開発中の需要予測手法

開発中の需要予測手法

目的：混合経路の存在を考慮できる需要予測手法を開
発し、新幹線・特急列車の需要予測技術の高度化を図

る。（乗継需要を予測できるようにする）
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現状の需要予測手法（四段階推計法）

現状の需要予測手法（四段階推計法）現状の需要予測手法（四段階推計法）

現状の需要予測手法（四段階推計法）

鉄道：新幹線乗継経路

航空：直行便利用経路

鉄道：新幹線乗継経路

航空：直行便利用経路

開発中の需要予測手法

開発中の需要予測手法開発中の需要予測手法

開発中の需要予測手法

複数の交通機関を乗り継ぐ混合経路を考慮

B市

A駅
出発地

到着地

Ｘ新幹線

Ｙ

新

幹

線

都市圏

都市圏→拠点空港便

都市圏→Ｂ市直行便

交通機関毎に

代表的経路を

を設定して予測

交通機関毎に

代表的経路を

を設定して予測

B市

A駅
出発地

到着地

Ｘ新幹線

Ｙ

新

幹

線

都市圏→Ｂ市直行便

都市圏

拠点空港拠点空港

地下鉄
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ー 鉄道用プローブパーソンシステムの開発 －

目的：GPS携帯等を用いて出発地から目的地までの移動軌跡を記
録し、列車運行データ等と照らし合わせることにより、客観的
で高精度の鉄道利用データを自動収集する仕組みを確立する

GPSデータを
鉄道利用データに変換

鉄道利用動向調査の高度化
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出発地

一定間隔で継続的に
プローブ情報送信

目的地


